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収入保険制度
園芸施設共済
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NOSAI支所職員が教えます

「わがまち自慢 !」
抽選で５名様に

「冷凍チーズケーキ詰め合わせ」プレゼント!
（詳しくは P15）

初
心
に
返
り
、
よ
り
よ
い
ピ
ー
マ
ン
づ
く
り
。



お支払いまでの流れ

共済金の支払要件

農家ごとに減収量が支払開始損害
割合（農家ごとの基準収穫量の合計
の 2 割・3 割・4 割）を超えた分

半相殺方式 全相殺方式 地域インデックス方式
農家ごとに減収量が支払開始損害割合
( 農家ごとの基準収穫量の合計の 1 割・
2 割・3 割 ) を超えた分

農 家ごと及 び 農 林 水 産 省 発 表の
市町村別統計データごとに減収量が
支払開始損害割合（農家ごと及び
統計データごとの基準収穫量の合計の
1 割・2 割・3 割）を超えた分

被
害
申
告
の
あ
っ
た
農
家
ご
と
の
共
済
減
収
量
（
支

払
対
象
と
な
る
減
収
量
）を
算
出
す
る
た
め
の
収
量
調
査

で
す
。
調
査
結
果
は
、お
支
払
い
す
る
共
済
金
を
算
出

す
る
基
礎
と
な
り
ま
す
。

自
然
災
害（
風
水
害
、
干
害
、
冷
害
な
ど
）の
ほ
か
、

病
虫
害
や
鳥
獣
害
な
ど
に
よ
る
減
収
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

農
家
単
位
で
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
水
稲
損
害

通
知
票
に
、
災
害
の
種
類
・
発
生
年
月
日
等
の
必
要

事
項
を
記
入
し
、
押
印
の
上
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

１ 

補
償
割
合
を
確
認
す
る

水
稲
共
済
は
収
量
の
補
償
で
す
。
加
入
し
て
い
る

引
受
方
式
や
補
償
割
合
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
補
償
内
容

が
異
な
り
ま
す
。

被
害
状
況（
収
量
）を
把
握
し
、
補
償
割
合
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
、
農
家
単
位
で
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合

は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
に
加
入
し
て
い
る

方
も
、
共
済
事
故
に
よ
る
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

２ 
被
害
申
告
は

　

 
定
め
ら
れ
た
日
時
と
場
所
で

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
被
害
申
告
の
日
時
及
び

受
付
場
所
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
必
ず
指
定

さ
れ
た
受
付
日
時
に
被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
さ
ん
が
取
り
ま
と
め
を
す
る

場
合
は
、
期
日
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

３ 

立
て
札
は
目
立
つ
場
所
に

損
害
評
価
の
際
な
ど
に
、
ほ
場
確
認
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
稲
穂
よ
り
高
く
、
ほ
場
の
道
路
側
な
ど
、
わ
か

り
や
す
い
位
置
に
立
て
て
く
だ
さ
い
。

水
稲
の
損
害
評
価
が
始
ま
り
ま
す

損
害
評
価
と
は

共済金お支払いの一例 刈取りが終わるまで外さないでください。

ほ場の中（道路側）に立てる。 ほ場とほ場の間で、どちらの立て札か
わからない。ほ場の中に立っていない。

お
願
い
と
注
意
点

被
害
申
告
は

	 減収量	 基準収穫量× 1割	 ㎏当たり価格	 支払共済金

［（500㎏－ 200㎏）－（500㎏× 0.1）］× 199 円＝ 49,750 円
共済金の
計算方法

基準収穫量
（500㎏）

◦面積10㌃　◦基準収穫量500㎏　◦収穫量が200㎏　◦1㎏当たりの共済金額が199円　の場合

全相殺方式 9割補償
※一筆半損特約付きで加入

１割
（50㎏）
支払対象外

９割
（450㎏）
共済金の支払対象です

※収穫量が耕地別基準収穫量の1/2に相当する数量以下と認められる耕地につき、当該耕地別基準収穫量の1/2に相当する数量を、減収量とみなして共済金を支払う特約

注1）肥培管理の粗放、病害虫防除の不適切等による減収量がある場合には、分割評価の対象となります。
注2）一筆全損被害又は一筆半損被害に係る損害通知のあった場合は、耕地の全てについて現地調査が必要となります。

この部分の減収を補償します

半相殺方式
損害通知票に加入者が「被害耕地
に係る10a当たりの収穫量」を
記入します。

全相殺方式
◦施設計量型
◦青色申告書等調査型
◦確定申告（白色）関係書類調査型

地域インデックス方式

農家申告抜取調査
損害評価員等で評価班を編成し、
損害通知のあった被害耕地のほ場
のうち、一部を検見または実測に
より調査します。

共済事故確認調査
損害通知のあった被害耕地のほ場の
全て及び無被害耕地の一部のほ場に
ついて、共済事故による損害の発生
状況を確認します。

共済事故確認調査
損害通知のあった被害耕地のほ場
のうち、一部のほ場について共済
事故の発生状況を確認します。

抜取調査
農家申告抜取調査を検見で行った
場合、各評価班ごとに10筆以上
を任意に抽出し、損害評価会委員
等が実測調査します。

出荷数量等調査
乾燥調整施設の計量結果または確定
申告関係書類等を基に収穫量を算定
します。

市町村別統計単収の確認
損害通知のあった被害耕地のほ場
が属する市町村ごとの統計単収
を用いて減収量を算定します。

➡ ➡ ➡

共済金
12月支払予定

共済金
翌年3〜5月支払予定

共済金
翌年2月支払予定

特
集

今
年
も
ま
も
な
く
水
稲
の
収
穫
が
始

ま
る
時
期
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

台
風
な
ど
の
風
水
害
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど

に
よ
る
獣
害
、
い
も
ち
病
や
カ
メ
ム
シ
な

ど
の
病
虫
害
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

ほ
場
を
十
分
に
見
回
り
、選
択
さ
れ
て

い
る
補
償
割
合
で
減
収
が
見
込
ま
れ
る

場
合
は
、忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

立て札の立て方ポイント

農道 農道良い例 悪い例

ひかりNOSAIふくしま	37号　23　ひかりNOSAIふくしま	37号



　

近
年
コ
ロ
ナ
禍
で
米
の
価
格
が
低
下
し
、

収
入
が
か
な
り
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、収
入

保
険
に
加
入
し
て
い
た
お
か
げ
で
無
利
子
の
つ

な
ぎ
融
資
を
受
け
、
各
種
支
払
い
に
充
て
る
こ

と
が
で
き
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

申
請
か
ら
支
払
い
ま
で
迅
速
に
対
応
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　
収
入
保
険
は
、
水
稲
共
済
と
比
べ
て
補
償
の

幅
が
広
い
の
で
、
従
業
員
を
抱
え
る
農
業
経
営

者
と
し
て
は
、
加
入
す
る
こ
と
で
安
心
し
て
農

業
を
経
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
後
も
、
自
然
災
害
や
自
助
努
力
で
は
避
け

ら
れ
な
い
被
害
が
起
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
私
に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
保

険
と
な
っ
て
い
ま
す
。

有
限
会
社 

東
農
園

代
表
取
締
役 

箱は
こ

﨑ざ
き 

寿と
し

正ま
さ

さ
ん（
48
）

い
わ
き
出
張
所
い
わ
き
市
平

収
入
保
険

　

青
色
申
告
実
績
が
1
年
分
で

　

加
入
可
能
に

加
入
に
必
要
な
青
色
申
告
実
績
が
、
こ
れ
ま
で
の

2
年
分
か
ら
1
年
分
の
み
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
白
色

申
告
か
ら
変
更
す
る
場
合
や
新
規
に
青
色
申
告
を
始

め
る
場
合
に
、
翌
年
か
ら
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

気
象
災
害
特
例
の
新
設

収
入
保
険
の
基
準
収
入
は
、過
去
5
年
の
平
均
農
業

収
入
を
基
本
に
算
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
収
入
が

極
端
に
下
が
っ
た
年
が
あ
る
と
、
基
準
収
入
も
大
き
く

下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
甚
大
な
気
象
災
害

の
被
害
を
受
け
た
加
入
者
の
、
被
害
年
の
収
入
金
額
を

補
正
し
基
準
収
入
を
算
定
す
る
特
例
が
で
き
ま
し
た
。

つ
な
ぎ
融
資
を
受
け
ら
れ
る
の
で

安
心
し
て
農
業
経
営
で
き
ま
す

　

保
険
で
の
補
償
を

　

充
実
す
る
タ
イ
プ
の
新
設

　

積
立
金
の
負
担
が
大
き
く
加
入
を
あ
き
ら
め
た
、
と

い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
積
立
方
式
」
の

負
担
を
軽
減
し
、「
保
険
方
式
」
の
補
償
を
充
実
す
る

新
た
な
補
償
タ
イ
プ
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
か
ら

　

制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す

R元年 R2年 R3年 R4年 R6年

R5年の基準収入
1,000万円

R5年

■災害特例のイメージ

R6年の基準収入

補正後
800万円

収入
1,000万円

収入
1,000万円

収入
1,000万円

収入
1,000万円

補正前
840万円

収入
200万円

基準収入の
8割まで
上方補正

過去5年間の収入金額

災害

補正後
960万円

■保険方式充実タイプ

基準
収入

基本のタイプ

自己責任部分

積立方式で補てん

保険方式で補てん

保険期間の
収入金額

自己責任部分 自己責任部分

保険方式で補てん 保険方式で補てん

保険期間の
収入金額

保険期間の
収入金額

80%

新タイプ①

85%

新タイプ②

100%
90%収

入
減
少

補
償
限
度
額

支払率9割 支払率9割 支払率9割

積立金の負担を
軽減しつつ、
保険方式の補償を
充実する新たな
補償タイプの新設

●水稲（主食用） 1,199㌃、（飼料用） 653㌃

●小麦 39㌃　●大豆 92㌃

改正前

R5年 R6年
R7年から加入可能
保険期間

青色申告
開始

R5年分
青色申告

R6年分
青色申告

加入
申請

最低2年の実績が必要でした
※R5年分とR6年分の青色申告実績で基準収入を算定

1年分の実績で加入する際は、青色申告の承認・申請について、承認を受けた通知の
写し及び受付印のある青色申告承認申請書の写しを提出していただきます。

改正後

R5年

R6年から加入可能

保険期間

青色申告
開始

R5年分
青色申告

加入
申請

1年の実績で加入可能に
※R5年分の青色申告実績で基準収入を算定

青色申告開始の
翌年から
加入可能に！

■保険料等（基準収入が1,000万円の場合）
基本のタイプ 新タイプ① 新タイプ②

保険料   8.5万円 12.3万円 17.7万円
積立金 22.5万円 11.3万円 -
合計 31.0万円 23.5万円 17.7万円

※別途、付加保険料（事務費）が発生いたします。

特
集

１2

3

収入保険
加入者の声

この機会に
収入保険を

ご検討ください

収入保険が
加入しやすく
なりました！
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私
は
ハ
ウ
ス
8
棟
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
水
耕
栽
培

の
ト
マ
ト
、
そ
し
て
イ
チ
ゴ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済
に
は
、
多
発
す
る
大
規
模
自
然
災
害

に
備
え
る
た
め
に
、
父
の
代
か
ら
ず
っ
と
加
入
し
て

い
ま
す
。

　
今
ま
で
に
何
度
か
被
覆
材
に
被
害
を
受
け
ま
し
た

が
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た
共
済
金
を
ハ
ウ
ス
等

の
再
建
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
助
か

り
ま
し
た
。

　
現
在
は
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
備
え
、
収
入
保
険

と
合
わ
せ
て
加
入
し
て
い
ま
す
。
万
が
一
に
備
え
た

安
心
の
農
業
経
営
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
私
は
ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
の
施
設
栽
培
を
始
め
て
40
年

近
く
に
な
り
ま
す
。
昨
年
の
4
月
強
風
に
見
舞
わ
れ
、

目
の
前
で
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
こ
の
先
農
業

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
悩
み
、

と
て
も
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

　
幸
い
に
も
、
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
い
た
お

か
げ
で
共
済
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
無
事
ハ

ウ
ス
を
建
て
直
し
て
ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
栽
培
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
園
芸
施
設
共
済
の
制
度
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
で
、
受
け
取
っ
た
共
済
金
が
満
足
の
い
く
額
だ
っ

た
の
で
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
園
芸
施
設
共
済

を
自
信
を
持
っ
て
お
す
す
め
し
ま
す
。

菅か
ん

野の 

民た
み

夫お

さ
ん
（
84
）

い
わ
き
出
張
所
い
わ
き
市
四
倉
町

福
島
出
張
所

福
島
市
山
口

●トマト 69㌃　●イチゴ 63㌃

●アスパラガス 15㌃

　

近
年
、
大
型
の
台
風
や
急
激
に
発
達
し
た
低
気
圧

の
影
響
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
強
風
や
大
雨
の
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

予
期
せ
ぬ
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
に
、園
芸
施
設

共
済
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

特
定
園
芸
施
設
本
体
や
附
帯
施
設

の
復
旧
に
要
す
る
費
用
を
補
償
す
る

復
旧
費
用
と
、共
済
価
額
の
最
大
2
割

の
補
償
を
上
乗
せ
す
る
付
保
割
合

追
加
特
約
を
選
択
す
る
こ
と
で
、築
年
数

に
関
わ
ら
ず
新
築
時
の
資
産
価
値
ま

で
補
償
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
い
ず
れ
か
一
つ
の
み
を
付
加
す
る
こ
と
も

　

可
能
で
す
。

※
こ
の
特
約
に
係
る
共
済
掛
金
は
全
額
加
入

　

者
負
担
と
な
り
ま
す
。

特
約
付
加
で

さ
ら
に
充
実
し
た

補
償
に
！

強風が見込まれ、 本体の被害を軽減するために事前に被覆材を切除する場合
は、 必ず組合にご連絡ください。
※ご連絡がない場合、 共済金をお支払できないことがあります。

　

近
年
は
非
常
に
強
い
寒
気
の
影
響
に
よ
り
、

全
国
各
地
で
記
録
的
な
大
雪
が
発
生
し
て
い

ま
す
。昨
年
度
も
県
内
で
大
雪
に
よ
る
被
害
が

発
生
し
、
そ
の
す
べ
て
が
本
体
に
も
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、そ
の
半
数
以
上
が
全
壊
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

降
雪
シ
ー
ズ
ン
の
前
に
、施
設
本
体
の
補
強

や
被
覆
材
の
点
検
を
行
い
、自
然
災
害
の
リ
ス
ク

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

【台風に対する事前の備え】
□ 最新の気象情報、警報、注意報はチェックしていますか？

□ 自身の地域の自然災害リスクについて、ハザードマップで確認したことはありますか？

□ 収穫可能な農作物は早めに収穫しましたか？

□ 被覆材のたるみや破れは点検しましたか？

□ 換気部、被覆材の隙間等の風の吹き込み口となる箇所はないか点検しましたか？

□ ハウスバンド、被覆材の留め金具の緩み、基礎部、接続部分等の腐食・サビはないか点検しましたか？

□ 排水路や排水溝の点検、ゴミの除去や補修・再整備等を行いましたか？
農林水産省「自然災害等のリスクに備えるためのチェックリストと農業版 BCP（園芸用）」より抜粋

　園芸施設共済ではビニール未被覆期間の本体の被害も補償の対象となりま
す。大雪によりパイプが倒壊、変形した場合、融雪が進み被害が確認でき次
第損害評価を行いますので、

解体・撤去作業を行う前に必ずＮＯＳＡＩへご連絡ください。

大雪に伴うパイプハウスの被害について

園芸施設共済に加入して台風や
大雪などの自然災害に備えましょう

園
芸
施
設
共
済

台風シーズンに備え、ご自身の園芸用施設を点検しチェック□をつけましょう。

【共済金額イメージ図（パイプハウス）】
※特約を両方付与した場合

（経過年数）

（
補
償
金
額
）

100

80

40

10
0

(%)

耐用年数10年間

標準コースの補償額

復旧費用特約

付保割合追加特約

農
業
を
続
け
ら
れ
て
い
る
の
は

園
芸
施
設
共
済
の
お
か
げ

園
芸
施
設
共
済
プ
ラ
ス

収
入
保
険
で
万
が
一
の
備
え

●ツルムラサキ 500 株　●ハウス 1 棟

特
集

農
事
組
合
法
人 

大
野
水
耕
生
産
組
合

専
務
理
事 

大お
お

和わ

田だ 

哲て
つ

嗣じ

さ
ん
（
46
）

園芸施設共済
加入者の声

園芸施設共済
加入者の声
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県内各地で生き生きと頑張っている農家の皆さんの活動や
地域の身近な話題などを各支所からレポートします！

合同会社 あすかエコテック／石川郡石川町形見字尾巻121
☎0247-26-5313

郡山市下白岩町字吉池地内ポン菓子専門店ぽんぽん堂／喜多方市字長面3074-1
☎0241-23-1048

お問い合わせ かかしの設置場所お問い合わせ

　佐藤さんは、モモやサクランボ、スモモ、あ
んぽ柿、リンゴを栽培する果樹農家です。先日、
国見小学校の 3 年生 38 人が佐藤さんの畑で、
モモ「幸茜（さちあかね）」の摘果体験を行い
ました。
　地元の特産品について学ぼうと始まったこ
の体験学習は今年で7年目。モモの栽培を体験
して新聞にまとめ発表するという授業の一環
で、8 月には収穫体験も行います。「モモの
栽培体験を通して、どういう過程でできたの
かを考えながら味わってもらいたい」と児童
への思いを語ってくれました。

　大日山のふもとに位置する石川町形見地区。
地域の人々は山の恵みや旬を大切にして暮ら
しています。角田さんは、背戸山の恵みを
知ってほしいと、2021 年に「石川山葡萄愛
好会」を結成。耕作放棄地で山ブドウを栽培
し、ジュースやワインに加工しています。
　試験栽培を繰り返した山ブドウは糖度 20
度以上。ポリフェノールや鉄分、アミノ酸が
豊富で、抗酸化作用による美肌やシミの改善、
肌の活性化などが期待できます。「現在は予約
販売のみですが、ぜひ一度ご賞味ください」
と話してくれました。

　郡山市のとある田んぼに、ひときわ目を引
くかかしが今年も登場しました。製作者は郡山
市の大和田さん。毎年凝ったかかしを作り、
県内外から作品を見に多くの人が訪れます。
　「鳳凰」をイメージしたステンレス製のかか
しは、太陽の光を浴びキラキラと輝き、まる
で美術館のオブジェ。８月下旬からは「人型
かかし」も飾られます。こちらはスズメ除け
に効果抜群で、人間らしいシルエットに思わ
ず話しかける人もいるそう。「今年も新作がで
きました。皆さんの反応が楽しみです」と笑顔
で話してくれました。

　ポン菓子専門店「ぽんぽん堂」では、喜多方
産コシヒカリを 100％使用した菓子を製造・
販売しています。商品は「ポン菓子」と水飴
を加えて圧縮した「おこし」の 2 種類。味は
それぞれ5種類ずつ展開しています。どの商品
も、米の優しい味わいを感じることができ
ます。添加物を使わず子どもでも安心して
食べられると、親子連れに好評です。
　「SNS や地域の物産展を活用して店を知っ
てもらい、たくさんの人に来ていただけたら。
お客さまと直接お話して、商品の良さを紹介
していきたい」と松崎さんは話します。

国見町特産のモモ
地元小学生が栽培体験

国見町 佐
さ

藤
とう

 勝
かつ

雄
お

さん

山の恵みをまるごとしぼった
石川町産の山ブドウジュース

石川町「石川山葡萄愛好会」代表 角
かく

田
た

 信
まこと

さん

ひとあじ違うかかしで
人も動物もビックリ！？

郡山市 大
おお

和
わ

田
だ

 正
まさ

幸
ゆき

さん

ポン菓子を通して
会津産米のおいしさを
喜多方市 ポン菓子専門店 「ぽんぽん堂」

店長 松
まつ

崎
ざき

 優
ゆう

子
こ

さん

新作の鳳凰3作品。
「約30体のかかしが飾られる田んぼを見に来て！」とのこと

販売する商品を手に、にっこり笑顔の松崎さん。
「ポン菓子」「おこし」とも5種類の味を楽しめます

参加した児童の質問に答える佐藤さん。
摘果体験の際は、一つ一つ丁寧にレクチャーしました

自慢のジュースとワインを手にする角田さん。
辛み調味料なども生産しています

よりおいしい
桃へ

ユニークでアートなかかしを見に来て！喜多方産コシヒカリ

100％使用！

味はデリシャス！

体にもグー！

NOSAI元気通信
中央
支所

県南
支所

会津
支所

福島
出張所

ホームページに

アクセス！
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NOSAI部長の

今日も皆さまと
組合員の皆さんとNOSAIをつなぐパイプ役として、活躍しているNOSAI部長を紹介します

昨
年
は
米
や
野
菜
価
格
の
低
下
、

異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
な
ど

に
苦
し
み
ま
し
た
が
、
収
入
保
険

に
加
入
し
て
い
た
た
め
保
険
金
が

お
り
て
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
万

が
一
に
備
え
て
加
入
し
て
お
く
こ

と
を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
と
地
元
で
農
業
に
励
む
み
な
さ

ん
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
だ
と
思

い
ま
す
。
自
分
の
経
験
を
積
極
的

に
話
す
こ
と
で
共
済
へ
の
加
入

を
推
進
し
て
、
地
域
農
業
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
20
年
近
く
評
価
会
委
員
を
務
め

て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、西
郷
地
区

の
協
議
会
会
長
と
し
て
、
地
域

農
家
と
組
合
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
健
康
の

秘
訣
は
、無
理
を
せ
ず
農
業
を
続
け

て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
収
入
保
険
に
加
入
し

た
こ
と
で
営
農
へ
の
不
安
が
少
な

く
な
り
、と
て
も
助
け
ら
れ
て
い
ま

す
。収
入
保
険
を
は
じ
め
農
業
保
険

の
重
要
性
を
も
っ
と
伝
え
て
、加
入

を
お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

加
入
を
推
進
し
て

地
域
農
業
に

貢
献
し
て
い
き
た
い

農
業
保
険
の

重
要
性
を

伝
え
た
い

［二本松市］

佐
さ

藤
とう

 運
うん

喜
き

さん (58)
NOSAI 部長歴／ 11 年目
●水稲 400㌃
●ネギ 7㌃

［西郷村］

田
た

邉
なべ

 敏
とし

捷
かつ

さん (79)
NOSAI 部長歴／ 8 年目
●水稲 350㌃
●野菜 30㌃

県
北
支
所

「
米
焼
酎
で
吟
醸
香
は
出
せ
な

い
」
の
定
説
を
覆
し
た
合
同
会
社

ね
っ
か
の
「
米
焼
酎
ね
っ
か
」。
今

ま
で
に
な
い
華
や
か
な
吟
醸
香
が

特
徴
で
設
立
か
ら
7
周
年
を
迎
え
た
。

「『
米
焼
酎
ね
っ
か
』は
、
毎
年

米
の
品
種
、
配
合
、
酵
母
な
ど
を

変
え
る
た
め
味
が
違
い
ま
す
。
そ

の
中
で
よ
い
味
だ
と
思
っ
た
配

合
で
造
っ
た
の
が
、『
ね
っ
か

SPEC
IA

L ED
ITIO

N

』
で
す
」

と
代
表
脇
坂
斉
弘
さ
ん
は
話
す
。

多
く
の
吟
醸
酒
で
感
じ
ら
れ
る

香
り
成
分「
カ
プ
ロ
ン
酸
エ
チ
ル
」

の
数
値
が
、『
米
焼
酎
ね
っ
か
』
は

品
評
会
で
受
賞
し
た
日
本
酒
の
2

～
3
倍
、『
ね
っ
かSPEC

IA
L 

ED
ITIO

N

』
は
5
倍
ほ
ど
に
も

な
る
。

同
社
は
、
只
見
町
の
田
園
風
景

を
守
る
た
め
、
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
収
穫
時

期
が
主
食
用
米
と
重
な
ら
な
い
酒

米
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
、
酒
蔵
が

あ
れ
ば
冬
の
雇
用
を
生
み
出
せ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
日
本
酒
造
り

を
考
え
た
が
、
日
本
酒
製
造
免
許

の
新
規
取
得
は
認
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。「
特
産
品
し
ょ
う
ち
ゅ

う
免
許
」
な
ら
交
付
さ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
と
一
歩
を
踏
み
出
し
、

２
０
１
７
年
に
免
許
の
交
付
を
受

け
た
。

初
蒸
留
し
た「
米
焼
酎
ね
っ
か
」

は
、IW

SC

※
２
０
１
７
に
お
い

て
シ
ル
バ
ー
メ
ダ
ル
を
受
賞
。
そ

の
後
も
国
内
外
の
賞
を
受
賞
し
続

け
て
い
る
。

使
用
す
る
原
料
の
米
は
全
量

JG
A

P

（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の

認
証
を
受
け
た
只
見
町
産
だ
。
こ

の
米
を
使
用
し
、
日
本
酒
醸
造
と

同
じ
工
程
を
た
ど
り
、
出
来
た
も

ろ
み
を
蒸
留
し
て
完
成
す
る
。通
常

40
℃
前
後
で
減
圧
蒸
留
す
る
と
こ

ろ
を
、
雑
味
が
少
な
く
な
る
よ
う

30
℃
の
低
温
で
蒸
留
し
て
い
る
。

脇
坂
代
表
は
「
蒸
留
酒
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
常
温
で
管
理
で
き
寝

か
す
こ
と
で
価
値
が
上
が
る
こ
と
。

ね
っ
か
を
飲
ん
で
い
た
だ
き
米
の

消
費
を
増
や
し
、
只
見
の
田
園
風
景
を

守
っ
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
飲
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
は
ウ
イ

ス
キ
ー
造
り
に
も
挑
戦
し
た
い
」

と
夢
は
広
が
る
。

※
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

　
ワ
イ
ン
ア
ン
ド
ス
ピ
リ
ッ
ツ
・

　
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
。

　
イ
ギ
リ
ス
で
開
催
さ
れ
る
。

福
島
県
は
お
い
し
い
米
と
水
に
恵
ま
れ
、

県
内
に
は
61
社
（
福
島
県
酒
造
組
合
加
盟
数
）

の
酒
蔵
が
あ
り
ま
す
。い
ず
れ
の
醸
造
元
も

日
々
研
さ
ん
し
、た
く
さ
ん
の
酒
蔵
が
金
賞

受
賞
の
実
績
を
持
ち
、県
全
体
で
高
品
質
な

日
本
酒
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は

本
県
の
大
き
な
誇
り
で
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で

は
、県
産
米
を
原
料
と
し
て
、地
元
に
愛
さ
れ

続
け
る
酒
蔵
さ
ん
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

▲空き家をリノベーションした蒸溜所

▲焼酎の試飲ができるカウンターも完備

▲30度の低温蒸留を
　可能にする減圧蒸留機

ちょっと
JGAP認証の米で
只見町の田園風景を次世代へつなぐ 酒

蔵
拝
見
！

県
内
の

只
見
町

合同会社 ねっか

ト
ピ
ッ
ク
ス

今
年
で
就
農
し
て
20
年
目
で
す
。

自
分
が
育
て
た
牛
を
買
っ
て
い
た

だ
い
た
肥
育
農
家
か
ら「
買
っ
て
よ

か
っ
た
」と
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
と

き
、と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

近
年
は
、和
牛
価
格
が
下
落
す
る

一
方
で
飼
料
代
が
高
騰
し
、先
が
見

え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、不
安
な
気
持

ち
で
い
る
の
は
、私
と
同
じ
畜
産
農

家
だ
け
で
は
な
い
と
聞
き
ま
す
。不

安
を
少
し
で
も
解
消
し
、安
心
し
て

農
業
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

農
業
保
険
を
推
進
し
て
い
き
た
い

で
す
。

安
心
の
た
め

農
業
保
険
を

推
進
し
た
い

［田村市］

石
いし

井
い

　保
たもつ

さん (50)
NOSAI 部長歴／ 12 年目
●繁殖牛 12 頭

中
央
支
所

　

私
は
、
法
人
経
営
で
水
稲
と
ソ

バ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
災
害
や

気
候
変
動
に
強
く
、
食
味
も
よ
い

作
物
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
土
づ
く
り
に
力
を
注
い
で

営
農
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
父
が
長
く
共
済
部
長
を
務

め
て
い
ま
し
た
が
、
私
が
引
き
継

い
で
今
年
で
3
年
目
に
な
り
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
職
員
の
方
と
連
携

を
密
に
と
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

つ
な
い
で
い
く
こ
と
で
、農
家
経
営

の
安
定
に
寄
与
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

連
携
を
密
に
取
り

農
業
経
営
の
安
定
に

寄
与
し
た
い

［西会津町］

橋
はし

谷
や

田
だ

 淳
あつし

さん (48)
NOSAI 部長歴／ 3 年目
●水稲 2,500㌃
●ソバ 600㌃

会
津
支
所

白
河
出
張
所

華やかな吟醸の

香りを楽しんで！

▲ Kura Master2021 で金賞を受賞した商品を手に取る脇坂代表
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保
管
中
農
産
物
補
償
共
済

　近年、経験のない大雨や台風による水害が全国各地で相次いでいます。収穫後、倉庫
や納屋に保管してあった農産物の被害も甚大なものがあります。
　NOSAIの保管中農産物補償共済は、そんな自然災害や火災で被害を受けた農産物の
損害を補てんします。

※Aタイプの補償期間は、加入者が連続する期間を選択、期間を分割することはできません。

加入のお申し込み、お問い合わせはお近くのNOSAIへ
各お問い合わせ先は裏表紙にございます。

自然災害や火災で損害を受けた
農産物を補てんします

補償対象
収穫共済（米穀、麦、大豆、りんご等）

※対象とする作物へ（農作物共済、果樹共済、畑作物共済）加入している
ことが条件

補償範囲 収穫後、倉庫等・集荷施設又は出荷先への輸送中の農産物及び倉庫等に
保管中の農産物

共済事故
火災、風水災、地震等の建物総合共済の共済事故に加え、盗難、輸送中
の事故（火災又は破裂・爆発、衝突、墜落、転覆、ただし荷崩れは除く）
※保管状況が良好でない野積み等は除外

補償額 実損害額（地震等事故は、実損害額の30％）　支払限度額あり

補償期間 Aタイプ
一時保管向け120日

Bタイプ
通年保管向け

掛金等 2,500円
（1品目1口当たり100万円）

6,500円
（1品目1口当たり100万円）

郡山田村家畜診療センター

安
あん

齋
ざい

 莉
り

穂
ほ

● 

は
じ
め
に

私
た
ち
獣
医
師
は
、獣
医
の
学
校
で
「
診
療
に
お
い
て

一
番
大
切
な
の
は
稟り

ん
告こ

く
だ
」
と
習
い
ま
す
。

「
稟
告
」
と
は
患
者
に
つ
い
て
の
情
報
で
す
。

子
牛
の
下
痢
で
あ
れ
ば「
二
週
齢
の
子
牛
が
一
昨
日
か

ら
泥
状
の
下
痢
を
し
て
、元
気
が
あ
り
哺
乳
し
て
い
た
の

で
様
子
を
み
た
が
、全
く
変
わ
ら
な
い
た
め
往
診
を
依
頼

し
た
」と
い
っ
た
内
容
に
な
り
ま
す
。
一
見
特
別
な
内
容

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
生
日
を
覚
え
て
い
な
い
、
い
つ

か
ら
下
痢
に
な
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
、哺
乳
し
て
い
る
の

か
わ
か
ら
な
い
…
な
ど
情
報
が
曖
昧
だ
と
正
し
い
診
断
・

治
療
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、特
に
注
意
が
必
要
な
子
牛
に
お
け
る

病
気
の
発
見
や
、治
療
に
関
わ
る
観
察
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
、
改
め
て
お
さ
ら
い
し
て
い
き
ま
す
。

● 

生
後
す
ぐ
～
二
週
間

子
牛
に
多
い
病
気
は
、
下
痢
・
臍さ

い
帯た

い
炎え

ん
・
呼
吸
器
疾
患

で
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、初
乳
の

摂
取
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
た
め
、初
乳
を
飲
ん
だ
か
ど

う
か
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

生
後
二
週
間
は
、下
痢
や
臍
帯
炎
を
発
症
す
る
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
子
牛
の
元
気
・
食
欲
が
あ
る
か
（
乳
を

飲
ま
ず
寝
て
ば
か
り
い
な
い
か
）、
下
痢
し
て
い
な
い
か

（
お
尻
が
汚
れ
て
い
な
い
か
）
を
観
察
す
る
習
慣
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

特
に
水
様
便
は
、敷
料
に
紛
れ
て
発
見
が
遅
れ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、怪
し
い
と
思
っ
た
ら
必
ず
お
尻
や
排
便
の

様
子
を
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

元
気
・
食
欲
が
あ
り
、
水
様
便
で
は
な
く
、
色
や
臭
い

が
普
通
で
あ
れ
ば
経
過
観
察
し
、二
日
間
以
上
良
く
な
ら

な
け
れ
ば
獣
医
師
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。
元
気
・
食
欲
が

な
い
場
合
や
水
様
便
の
場
合
は
、急
速
に
病
態
が
悪
化
す

る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
獣
医
師
を
呼

ん
で
く
だ
さ
い
。

● 

生
後
三
週
間
以
降

生
後
三
週
間
以
降
は
、呼
吸
器
疾
患
も
増
え
て
き
ま
す

が
、
元
気
・
食
欲
と
糞
便
の
確
認
を
す
る
と
と
も
に
牛
の

顔
を
観
察
す
る
よ
う
に
す
る
と
、
鼻
水
が
出
て
い
る
、
耳

が
下
が
っ
て
い
る
な
ど
の
異
常
に
早
い
段
階
で
気
付
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。少
し
咳
を
し
た
り
鼻
水
が
出
て
い
て

も
、
元
気
・
食
欲
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
経
過
観
察
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
動
物
用
体
温
計
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
、

熱
が
３
９・
５
℃
以
上
で
あ
れ
ば
獣
医
師
を
呼
ぶ
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

さ
い
ご
に

普
段
診
療
す
る
な
か
で
「
今
ま
で
こ
ん
な
病
気
に
な
っ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
声
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
事
故
や
災
害
と
同
じ
で
、
今
日
ま
で
な
か
っ
た

ら
明
日
以
降
も
な
い
と
い
う
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日

よ
く
観
察
す
る
こ
と
で
小
さ
な
異
常
を
早
く
見
つ
け
、
大

き
な
病
気
を
防
い
で
健
康
な
牛
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

牛を観察する今回のテーマ

家畜共済
ワンポイント家畜講座
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Present

※当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。
※この応募で取得した個人情報は、プレゼントの抽選・発送以外の目的には
　使用いたしません。

はがきに以下の項目をご記入のうえ、
「NOSAI福島 広報紙プレゼント係」までご応募ください。
おもて　住所 ： 〒960-8031　福島県福島市栄町6番6号 ユニックスビル6F
　　　　宛先 ： 「NOSAI福島 広報紙プレゼント係」
う　ら　①問題の答え　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　⑥電話番号
　　　　⑦広報紙に関するご意見、ご感想　

2023年9月20日必着

応募方法

応募先

応募締切

注意事項

問題

ヒント

戦国時代、三春城主の
娘に生まれ、伊達政宗の
妻となった人物は？

○姫

NOSAI・INFORMATION

NOSAIからのお知らせ

ラジオ福島（RFC）毎朝５時15分（日曜日は６時15分）からの『農家のみなさんへ』では、毎月第１・第４土曜日、第２水曜日、第４日曜日に、NOSAIだよりを放送しています。

中央
エリア

中央エリア Chuo area

わがまち
自慢!

中央支所
青戸 広行さん

わ
た
し
が
紹
介
し
ま
す
！

　

開
成
山
公
園
は
街
の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
る
郡
山

市
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
公
園
で
す
。
整
備
さ
れ
た

き
っ
か
け
は
、
明
治
政
府
に
よ
る
国
営
事
業
の
第

一
号
と
し
て
行
わ
れ
た「
安
積
開
拓
」。
市
民
が
憩

い
美
し
い
景
観
を
楽
し
め
る
場
所
に
し
よ
う
と

明
治
初
期
に
完
成
し
ま
し
た
。
園
内
に
は
、開

拓
者
が
植
え
た
日
本
最
古
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や

４
０
０
種
８
０
０
本
が
春
と
秋
に
咲
き
誇
る
バ

ラ
園
、
野
球
場
や
陸
上
競
技
場
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
モ
チ
ー
フ
と

な
っ
た
遊
具
な
ど
が
あ
り
、
老

若
男
女
問
わ
ず
多
く
の
市
民
に

愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
野
か
ら

切
り
開
か
れ
た
街
の
歴
史
に
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
く
つ
ろ
い
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

開
成
山
公
園
近
く
に
店
を
構
え
るBest 

Table

。「
食
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
に

貢
献
し
た
い
」
と
シ
ェ
フ
の
芹
沢
靖
夫
さ
ん
。

〝Eat Local Eat Seasonally

〟
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
芹
沢
さ
ん
が
福
島
県
内
の

厳
選
さ
れ
た
食
材
を
、一
番
お
い
し
い
旬
の

時
期
に
調
理
し
て
提
供
し
ま
す
。一
番
人
気

は
、
県
内
産
の
旬
の
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
サ
ラ

ダ
プ
レ
ー
ト
ラ
ン
チ
。
食
べ
て
み
る
と
野
菜

の
青
臭
さ
は
全
く
な
く
、
強
い
甘
み
や
旨
み

が
ぐ
っ
と
口
の
中
に
広
が
り
ま
す
。
野
菜
嫌

い
の
お
子
さ
ん
が
サ
ラ
ダ
を
食
べ
て
野
菜
が

大
好
き
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
。
ベ
ス

ト
な
仲
間
と
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
、
ベ
ス
ト

な
プ
レ
ー
ト
を
味
わ
っ
て
み
て
は
。

■所 郡山市朝日1丁目14-1
問Best Table
　TEL.024-983-3129

木目をベースに、緑あふれる景観に
マッチしているおしゃれな外観

開放的なオープンデッキでは
季節を感じながら料理を味わえます

鮫川村出身で、広報業
務を担当中。これから
地域の皆さまにどんど
ん農業保険の PR を行
なっていきます！

　
収
入
保
険
課
の『
杉
田
透
』課
長
補
佐

が
、「
令
和
5
年
度
農
業
保
険
の
推
進
に

係
る
優
良
事
例
に
対
す
る
経
営
局
関
係

業
務
功
績
者
等
表
彰
」に
お
い
て
、特
別

推
進
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

特別推進賞受賞 加
入
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
や
共
済

に
お
い
て
、
被
害
や
事
故
が
発
生
し
た

と
き
は
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

損
害
を
受
け
た
部
材
・
部
品
等
の
確
認

が
で
き
な
い
場
合
、
共
済
金
を
お
支
払

い
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

同
様
に
、
家
畜
の
異
動(

出
生
・
売

買
・
死
亡)

が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や

か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農業共済のニーズ調査を実施します
農業共済の未実施品目および未実施方式について意識調査を行います。加入したい品目や方式が

ありましたら、ホームページまたはお近くの NOSAI までお聞かせください。

収
入
保
険
・
園
芸
施
設
共
済

建
物
共
済
・
農
機
具
共
済
・

家
畜
共
済
　

ご
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

農
業
共
済
新
聞
は
、「
農
家
に
学
び
、農
家

に
返
す
」
を
創
刊
以
来
の
編
集
方
針
と
し
て

発
行
し
て
い
ま
す
。

⃝

農
業
保
険
事
業
の
説
明

⃝

営
農
技
術
や
資
材
活
用

⃝

暮
ら
し
、
農
産
物
流
通
な
ど

幅
広
い
分
野
を
網
羅
し
た
紙
面
を
通
じ
て
、

農
家
の
営
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

「
農
業
共
済
新
聞
」は

 

営
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ

 

情
報
紙
で
す

発行日…毎週水曜日（月４回）
購読料…年間5,520円
２カ月間無料でお読みいただくこともできます。
この機会にぜひお試しください。

お問い合わせ：福島県農業共済組合 本所 企画情報課　☎024-521-2716

※令和５年度は公園
　内工事のため、利
　用を一部制限する
　場合がございます。

■所 郡山市開成1丁目5
問郡山市都市構想部
　公園緑地課
　TEL.024-924-2361

「冷凍チーズケーキ詰め合わせ」プレゼント！
正解者の中から抽選で 5 名様に読者プレゼント!!

耳よりな情報を
お届け!!

できたてのおいしさを閉じ込めました！

見て楽しめる！
食べておいしい

！

旬の野菜をふん
だんに使用!!

四
季
を
通
し
て
安
ら
げ
る

郡
山
市
民
の
憩
い
の
ス
ポ
ッ
ト

ベ
ス
ト
な
素
材
を

一
番
お
い
し
い
時
期
に
味
わ
え
る

ベ
ス
ト
テ
ー
ブ
ル
の

ベ
ス
ト
テ
ー
ブ
ル
の

農
園
野
菜
の

農
園
野
菜
の

サ
ラ
ダ
プ
レ
ー
ト

サ
ラ
ダ
プ
レ
ー
ト

開
成
山
公
園

開
成
山
公
園

観光スポット

グルメスポット

ひかりNOSAIふくしま	37号　1415　ひかりNOSAIふくしま	37号
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手続きは各支所・出張所まで
ご連絡ください。

　昔から絵を描くことが好きで専門学校に通っていました。在学

中に農業に心惹かれ、農作物収穫のお手伝いや、北海道で乳牛

飼育のアルバイトをしてきました。その経験から「地元で農業が

したい」と思い、現在は広野町の農業生産団体でお世話になり

働いています。

　農業は天候に左右されやすい仕事ですが、自然を直に感じな

がら作業できるところがとても魅力的です。今年から目標として

いた自分の田んぼを持ち、悪戦苦闘しながらですが毎日農作業

で心地いい汗を流しています。

　今後は先輩方に教わったことをしっかりと自分のものにして、

有機栽培やブドウの栽培に挑戦したいと思います。

　約9年前の退職を機に、兼業農家から専業農家になった佐久間

良一さん。ピーマン栽培に本腰を入れるようになり、奥さまの静枝

さんと二人三脚で収穫に出荷に汗を流します。「気候など条件が

変わるのが農業。毎年初心に返り工夫して栽培に取り組んでいま

す」と言うとおり、収量を上げるために土を掘り返したり、堆肥や

肥料を増やしたり、枝折れ防止のネットを張ったりと、手間を惜し

まずに栽培しています。ピーマ

ン専門部会長を務め自ら収量を

改善してきた佐久間さんの願い

は、田村地区のピーマン生産量

を増やし地域をもっと盛り上げ

ていくことです。

水稲231.4㌃

口座振替のお願い

重要

楠
くす

本
もと

 みゆきさん（広野町）

今年もたわわに実れと
手間暇かけて

今回の
表紙

掛金等について原則、現金の取
り扱いをなくすよう、 国・県から
指導されています。
口座振替の利用をお願いいたし
ます。

県北支所／TEL.0243-23-7777
〒964-0806 二本松市羽石221番地の1

福島出張所／TEL.024-544-2711
〒960-8152 福島市鳥谷野扇田55番地1

伊達連絡所／TEL.024-572-5733
〒960-0634 伊達市保原町大泉字大地内104

相馬出張所／TEL.0244-23-6236
〒975-0038 南相馬市原町区日の出町507番地

中央支所／TEL.024-933-3307
〒963-8025 郡山市桑野二丁目1番15号

田村出張所／TEL.0247-82-0249
〒963-4312 田村市船引町船引字和尚壇77

双葉出張所／TEL.0240-22-4111
〒979-1132 双葉郡富岡町大字下郡山字真壁326

いわき出張所／TEL.0246-24-1166
〒970-8026 いわき市平字五町目18-5

県南支所／TEL.0247-37-1003
〒963-6311 石川郡玉川村大字岩法寺字湯神前11番地1

白河出張所／TEL.0248-27-1121
〒961-0912 白河市旭町1-240

棚倉連絡所／TEL.0247-33-2261
〒963-5671 東白川郡棚倉町大字寺山字高瀬田16-5

会津支所／TEL.0241-28-1111
〒969-3545 河沼郡湯川村大字桜町字森台77番地

南会津連絡所／TEL.0241-62-5588
〒967-0023 南会津郡南会津町福米沢字観音前997-1

輝く☀

農業女子
教
わ
っ
た
こ
と
を
生
か
し
、

新
し
い
栽
培
に
チ
ャ
レ
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ジ
！


